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な改良を加えた．本手法は，半自動的な処理により 99.7%（= 770/772 箇所）の宇宙線を取り除くことができ，
他のサンプルデータに対しても応用が期待できる高い精度を得ることができた．基板や自家蛍光の補正には，
Beier らが開発した手法によりおおむね取り除くことができた．パラフィンの除去には，Meksiarun らによる
Partial Least Square（PLS）を用いる手法を検討したが，効果的な除去には至らなかった．今後パラフィン処理
法を改良するためには，複数のパラフィン構成分子を考慮に入れた処理法が有効である可能性がある．校正後
のラマン HSIデータに多変量解析（主成分分析）を適用した．その結果，主成分１は核酸やタンパク質，脂質
等の生体分子の変動を反映していた．主成分１のスコア値に基づくイメージング結果は，HE 染色像における
細胞核の部分とよく類似していた．主成分２以降にも生体分子に帰属される成分を含んでいたが，パラフィン
に由来する成分も同時に含まれていた．パラフィンの校正には課題が残るが，本研究はがん組織のラマン HSI
データを判別分析や定量解析へ応用できる可能性を示すことができた． 
 
 
